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日本大学 学生 FD CHAmmiT 開催報告書 
    日本大学学生 FD CHAmmiT スタッフ一同 

 

 

 

 

 

 

 
 



日本大学 学生 FD CHAmmiT では、10 月 1６日にハイブリット開

催（日本大学本部、通信教育部、zoom）で本番を迎えました。今年は

「あなたにとって、大学とは何ですか？」を主題とし、大学での学びを

より良いものにするために、総勢２５５人もの方にオンライン、対面で

ご参加いただきました。今年は去年と異なり、参加者の方も対面参加

での開催でより深いしゃべり場にすることが出来ました。皆様本当に

ありがとうございました。 

本報告書は、私たち学生の声を教職員の皆さんと共有することで、

日本大学の教育をより良いものにしたいという狙いの下に作成・公開

を行っています。学生・教職員双方にとって少しでも参考になれば幸い

です。 

 

 

 

 

 

 

 





今年は右図のように 

３つのセッションで 

構成されました。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セッション１：大学で学ぶ目的の洗い出し 

大学に求めているものについて模造紙、

Jamboard を用いて意見を書き込んで

もらい、発表してもらいました。発表内容

には学生、教職員両者の大学に対する思

いや各学部の特徴、提案が詰まっていま

した。これらはセッション２、３の提案のヒ

ントにしてもらいました。 

セッション２：問題点の整理 

学部ごとにグループを組み、「思い描いた大

学生活を送れていますか？」というテーマで

学生、教職員両者の意見から、それぞれの学

部の改善できる問題点を皆さんで考えても

らいました。それぞれ意見を発表してもら

い、グルーピングを行いました。 

セッション３：改善策・意見提案書作成 

 昨年の学部改善報告書を皆と確認し 

て、セッション２でグルーピングした内 

容から現状の分析を行いました。 

その後、緊急度、優先度をグループで判 

断して、優先度の高い順に改善策を話 

し合いました。「学部に求めること」、「日 

本大学全体に求めること」の２つに分け 

て、提案書を作成してもらいました。ど 

のグループも細かく分析できていまし 

た。 

 

●セッションごとの内容 



     参加者向けアンケートでは、「非常に楽しめた」、「楽しめた」が

87%と、とても満足いただけており、大成功でした。しかし、改善

できる点もまだまだ多くあり、これらの意見、提案は来年度へつな

げて参ります。尚、今回参加いただいた皆様と作成した「学部提案

書」は、FD 推進センター（全学 FD 委員会）で共有し、のちに各学

部にて「学部提案書」に基づいて、効果的な教育改善の実現に向け、 

具体的な検討フェーズに入る予定です。 

今年の学生 FD CHAmmiT は終わりましたが、これからも我々

スタッフは自分が一員であったことを忘れず、日本大学の教育改善

のため考え続けていきます。皆様本当にお疲れさまでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 




